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労務管理研修会（災害防止関係資料）

１ 労働災害の現況
２ ＳＴＯＰ転倒災害プロジェクト
３ 労働安全衛生規則の改正等について

金沢労働基準監督署 安全衛生課
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下段︓死傷災害（コロナウイルス感染症を除く）

死傷者数 死亡者数

1 労働災害の現況（石川労働局）
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1 月別労働災害発生状況の推移（年対比）※コロナウイルス感染症を除く
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月別の発生状況では、２月が162人で最も多く、１月も高水準となるなど、冬季に災害が集中する
傾向が見られ、降雪・凍結による転倒や交通事故の影響が大きい。
また、７・８月は暑熱の影響により熱中症による災害が多く発生しており、夏季においても災害が

増加する傾向が見られる。

冬季の凍結等環境や夏季の熱中症により労働災害が多く発生



ＳＴＯＰ︕転倒災害プロジェクト

職場でこんなことありませんか？

床が水で
濡れていて
滑った !!

雨の日に
滑って
転んだ !!

階段を踏み外した !!

梱包用のバンド
にひっかかって
転んだ !!

電源コードに
ひっかかって
転んだ !!

出典：職場のあんぜんサイト「労働災害事例」「ヒヤリハット事例」

仕事中なら、これらは全て労働災害です！



Ⅰ はじめに

転倒しただけで労働災害につながるというと
大げさに思われるかもしれませんが・・・

転倒災害の発生状況（休業４日以上、令和６年）
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転倒災害発生件数の推移 転倒による怪我の態様

• 骨折（約70％）
• 打撲
• 眼球破裂
• 外傷性気胸 など

転倒災害による平均休業日数（※労働者死傷
病報告による休業見込日数）

47日

60歳以上女性

28%

50代女性
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60歳以上男性

15%

50代男性

10%

40代男性
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40代女性
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47％
移動中
74%

作業中
26%つまずき

37.8%

歩行中バランス崩し・もつれ
4.7%

滑り

31.8%
障害物を越えるのを失敗した

2.8%

動作の反動
2.5%

荷物によってバランスを崩した
1.9%

踏み外し（階段を踏み外して転落し
たものを除く）

1.7%

貧血、意識消失等
1.4%

その他の転び方

13.8%

不明
1.7%



Ⅱ  転倒災害の３つのパターン -①（滑り）

凍結した通路等で滑って転倒（25％）
従業員用通路の除雪・融雪。凍結しやすい箇所には融雪
マット等を設置する（★）

作業場や通路にこぼれていた水、洗剤、油等により滑って転倒
（19％）
水、洗剤、油等がこぼれていることのない状態を維持する。
（清掃中エリアの立入禁止、清掃後乾いた状態を確認してから
の開放の徹底）

水場（食品加工場等）で滑って転倒（16％）
滑りにくい履き物の使用（労働安全衛生規則第558条）
防滑床材・防滑グレーチング等の導入、摩耗している場合は
再施工（★）
隣接エリアまで濡れないよう処置



Ⅱ  転倒災害の３つのパターン -②（つまずき）

何もないところでつまずいて転倒、足がもつれて転倒（27％）
転倒や怪我をしにくい身体づくりのための運動プログラム等の導入（★）

作業場・通路に放置された物につまずいて転倒（16％）
バックヤード等も含めた整理、整頓（物を置く場所の指定）の徹底

通路等の凹凸につまずいて転倒（10％）
敷地内（特に従業員用通路）の凹凸、陥没穴等（ごくわずかなものでも
危険）を確認し、解消

作業場や通路以外の障害物（車止め等）につまずいて転倒（８％）
適切な通路の設定
敷地内駐車場の車止めの「見える化」

作業場や通路の設備、什器、家具に足を引っかけて転倒（８％）
設備、什器等の角の「見える化」



Ⅲ 転倒災害を防ぐためには… -①

【ＰＯＩＮＴ！】

① 靴の屈曲性

また、作業に適した靴を
着用することも重要です。

② 靴の重量

③ 靴の重量バランス

④ つま先部の高さ

⑤ 靴底と床の耐滑性のバランス
たいかつせい

① 接地面

大
接地面

小

③

※先芯が樹脂製
のものをおす
すめします。

安定 不安定

④ つま先

高
つま先

低



Ⅲ 転倒災害を防ぐためには… -②

さらに、靴を定期的に点検することも重要です。

例えば、靴底がすり減ることで耐滑性は損なわれ、
滑りやすくなります。

たいかつせい



Ⅳ  そのほか

「墜落・転落」×「脚立等」災害

◎脚立やはしごを使用中における墜落災害が多発している。

災害が発生すると療養は長期化、負傷箇所によっては死亡災害につながる

•災害が発生すると骨折等の重傷を負い、療養期間も長期化しや
すい

•負傷箇所が「頭蓋部」「頚部」で死亡災害が発生しやすい。

安易に脚立を使用しない︕
使用ルール厳守︕︕



荷役作業の労働災害防止対策②
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ロールボックスパレット（カゴ車）の使用時の安全作業マニュアル等



改 正 省 令 案 の 概 要 （ 業 務 上 災 害 報 告 関 係 ）
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個人事業者等の業務上災害の報告制度を創設

個人事業者等が労働者と同一の場所における就業に伴う事故等により、死亡し、又は休業
（４日以上）した場合には、以下のとおり、所轄労働基準監督署が情報を把握できるよう、
関係者に必要事項の報告を義務付ける【罰則なし】
①災害発生場所における直近上位の注文者（特定注文者）※（当該者が存在しない場合
には、災害発生場所を管理する事業者（災害発生場所管理事業者）。以下「報告主体」と
いう。）は、個人事業者の業務上の災害を把握した場合には、所轄労働基準監督署に個人
事業者の当該災害について遅滞なく報告することとする。
②上記①の場合において、個人事業者が災害発生の事実を伝達・報告することが可能な
場合には、個人事業者は、報告主体に業務上災害について遅滞なく報告することとする。
当該報告を受けた報告主体は、その内容を踏まえ、必要事項を補足した上で所轄労働基準
監督署に遅滞なく報告することとする。
③中小企業の事業主や役員の業務上災害については、上記①、②にかかわらず、所属企
業は、所轄労働基準監督署に遅滞なく報告することとする。
＊個人事業者が請け負った仕事の注文者（当該仕事が数次の請負契約によって行われるときは、当該注文者の請
負契約の先次のすべての請負契約の当事者である注文者を含む）であって、自らも当該場所で仕事を行う者（当
該仕事が数次の請負契約によって行われるため、その者が二以上あることとなるときは、当該請負契約のうち当
該個人事業者に対して最も後次の請負契約における注文者）

公布日︓令和７年11月
施行期日︓令和９年１月１日



高 年 齢 者 の 労 働 災 害 防 止 の た め の 指 針を策定しました
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事 業 者 が 講 ず べ き 措 置

１. 安全衛生管理体制の確立等
経営トップによる方針表明及び体制整備
・経営トップが高年齢者の労働災害防止対策に取り組む方針を示し、対策の実施体制を明確
化します。
・高年齢者の労働災害防止について、安全衛生委員会等において調査審議するなど労使で話
し合いましょう。
高年齢者の労働災害防止のためのリスクアセスメントの実施
高年齢者の身体機能等の低下等による労働災害の発生リスクについて、災害事例等からリス
クを洗い出して対策の優先順位を検討し、その結果も踏まえ次の２～５を参考に優先順位の
高いものから取組事項を決めましょう。
＊リスクアセスメントにおける危険源の洗い出しについては、職場のあんぜんサイト →
（労働災害事例）に掲載されている、災害事例やヒヤリハット事例を参考にすることができます。

ガイドラインから指針へ

２ . 職場環境の改善
１で実施したリスクアセスメントの結果に基づき、身体機能の低下を補
う設備・装置の導入(最優先)と高年齢者の特性を考慮した作業管理を検討します。
＊設備・装置の導入を検討した後に、高年齢者の特性を考慮した作業管理（複数作業の同時進行を避ける、
暑さに対する自覚症状が低下しやすい傾向がある高年齢者に水分補給を勧奨するこ
となど）についても検討しましょう。



高 年 齢 者 の 労 働 災 害 防 止 の た め の 指 針を策定しました
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３. 高年齢者の健康や体力の状況の把握
健康状況・体力の状況の把握
・法令で定める健康診断を確実に実施しましょう。
・体力の状況を客観的に把握し必要な対策を行うため、主に高年齢者を対象とした体力
チェックを継続的に実施しましょう。
※これらの情報については、適正な取り扱いが必要です。

４. 高年齢者の健康や体力の状況に応じた対応
個々の高年齢者の健康や体力の状況を踏まえた措置
健康や体力の状況を踏まえて必要に応じ就業上の措置を講じましょう。
高年齢者の状況に応じた業務の提供
高年齢者の治療と就業の両立については「治療と就業の両立支援指針」に基づく取組に努め
ましょう。
心身両面にわたる健康保持増進措置
集団及び個々の高年齢者を対象として、身体機能等の維持向上のための取組を実施すること
が望ましいです。

身体機能の低下は2０～30代から始まる場合
があるため、体力チェックは青年、壮年期か
ら開始することが望ましいです。また、体力
チェックが高負荷になりすぎないよう十分配
慮します。例えば右のようなツールを活用す
ることができます。



高 年 齢 者 の 労 働 災 害 防 止 の た め の 指 針を策定しました
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５. 安全衛生教育
高年齢者に対する教育
・法令に基づく教育等を確実に行いましょう。
・作業内容とそのリスクについての理解を得やすくするには、十分な時間が必要です。高年
齢者が経験のない業種や業務に従事する場合には、特に丁寧な教育訓練を行いましょう。
管理監督者等に対する教育
高年齢者特有の特性と高年齢者の安全衛生対策について教育を行いましょう。

事業者は、高年齢者の特性に配慮した作業環境の改善、作業の管理その他の必要な措置を講
ずるように努め、個々の労働者は、自らの身体機能等の低下が労働災害リスクにつながり得
ることを理解し、労使の協力の下で取組を進めることが必要です。

事 業 者 が 講 ず べ き 措 置

国 、 関 係 団 体 等 に よ る 支 援

個別事業場に対するコンサルティング等の活用としては、中央労働
災害防止協会の中小企業安全衛生サポート事業を、補助金について
は厚生労働省で実施するエイジフレンドリー補助金を、社会的評価
を高める仕組みについてはSAFEアワード等を活用することができま
す。



小規模事業場ストレスチェック制度 （施行期日︓令和1 0年4月１日）
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■ 労働者数50人未満の事業場にも、ストレスチェックの実施が義務化されました。

医師の面接指導

検査結果を
集団(職場)ごとに集計・分析

就業上の措置

メンタルヘルス不調の未然防止

ストレスチェック（検査）の実施

検査結果を本人に通知
ストレスへの気付き・セルフケア
高ストレスの労働者

職場環境の改善

①
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
②
面
接
指
導

③
集
団
分
析
・
職
場
環
境
改
善

（申出）

※

義
務

※

義
務

※

努
力
義
務

〇 「ストレスチェック」とは、労働者がストレスに関する質問票（選択式）に回答し、自身のストレスが
どのような状態にあるのかを知ってもらうための簡単な検査です。

〇 事業者は、１年ごとに１回、ストレスチェック（検査）を実施し、
① 労働者に、自身のストレスへの気付き・セルフケアを促すとともに、
② 高ストレスの労働者には、医師の面接指導の機会の提供、医師の意見を踏まえ必要な就業上の措置、
③ 集団分析を通じて職場ごとのストレス要因を把握し、職場環境の改善につなげます。



職場における熱中症対策の強化について

令和 7年６月１日に改正労働安全衛生規則が施行されます
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